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例会報告（平成２０年１月２１日）

 会　長　齋藤逸朗

  「我等の生業」

　「四つのテスト」

 会　長　齋藤逸朗

 会　長　齋藤逸朗

 副幹事　小林定雄

点 鐘

ソ ン グ

唱 和

会 長 挨 拶

会 務 報 告

幹 事 報 告

プ ロ グ ラ ム

　夫婦の語らいを楽しみましょう！

　「男は一歩外に出れば７人の敵がいる」と言いま

す。「家に帰れば８人目の最も手強い敵がいる」と

言う経験者は私だけでしょうか？

　家庭という心身のエネルギー補給基地が充分に機

能していなければ，働きは不完全燃焼にならざるを

得ません。

　私達ロータリーでは，自己の向上をはかるととも

に，愛和の家庭づくりを目標にしています。その実

践の一つに挙げられるのが「妻の話を良く聞くこ

と」です。

　ある経営者婦人の会合で「夫に改めて欲しいこと

を一つだけ挙げるとしたら」という質問が投げかけ

られたところ，最も多くの回答が「話を聞いてくれ

ないこと」でした。「人の話を聞く」という行為

は，簡単なようでいてなかなか難しいものです。と

りわけ家庭生活の場では，夫はよく聞いているつも

りでも，妻に言わせれば「全然聞いてくれない」と

いう不満の種となり，それが重なることから次第に

夫婦の心が離れていくケースが多いそうです。

　私は「話は耳だけで聞くのではない」と教えられ

て以来，次の実践に取り組んでいます。

幹事報告

①ＧＥ(ガバナーエレト)の﨑山征雄様よりサンディ

エゴで研修されましたことと，次年度のロータリー

のテーマが「夢をかたちに」に決定された旨のハガ

キを頂きました。

②週報受領クラブ

・東金ＲＣ ・多古ＲＣ ・八日市場ＲＣ

会長挨拶

委員会報告

　看板建設委員会

　Ｒ情報委員会

　会員増強委員会

　国際奉仕委員会

　その他

　○新聞を開いている時やテレビのニュースを聞い

ている時に話しかけられると新聞を閉じ，テレビを

消し，妻に顔を向けて話を聞くようにしました。す

ると，それまで愚痴めいた言葉が多かった妻が，近

頃では機嫌が良くなってきたといいます。（しっか

りと目を見て真剣に聞いてくれている）という姿勢

が妻の心を変えたのでしょう。

　日常交わされる「おはようございます」「おやす

みなさい」「いただきます」「ごちそう様でした」

「行ってきます」「ただいま」という挨拶や感謝の

言葉も，相手を見て言うことです。「夫婦は空気の

ような存在」と言われます。身近な存在だけにやや

もすると対応がなおざりになってしまうのです。会

話を通して連帯感を高めるポイントに「目を見る」

「うなずく」が挙げられますが，「合わせる」こと

も肝要です。声をかけ合い心を一つにすることによ

り，二人分の力が連帯感の高まりによってそれ以上

の力として発揮されるのです。

　俵万智さんの作品に「寒いね」と話しかければ，

｢寒いね」と答える人のいるあたたかさ」がありま

す。寒い日，「寒いね」という配偶者の言葉をその

まま受けて「寒いね」と合わせる。そのことによっ

て二人の間にあたたかい何かが生まれてくる。（受

容されている）という妻の安心感によって，夫の働

きはより充実したものとなります。「すべてが，夫

婦の心が一致しているかいないか？にかかってい

る」

　今年，夫婦の語らいを楽しみながら新たな一年を

頑張っていきたいものです。

Make Dreams Real

夢をかたちに

2008-2009年度
国際ロータリーのテーマ



◇　栗山川環境美化看板建設委員会より

　・栗山川（国道）看板設置工事 収支報告の明

細が出来ましたので配布いたします。

◇　会員選考･増強委員会より

　・会員増強にご協力いただきました結果，4名

が入会されました。ありがとうございます。

齋藤逸朗君　…（体調不良でご心配かけました）

菅井直秀君・越川博光君・小林定雄君・市原豊彦君

　　　　　　…（仕事多忙です）

杉森幹男君　…（お世話になります）

斎藤正勝君　…（ネクタイを頂きました）

青柳誠君　　…（横芝中学校の建設工事受注）

土屋俊夫君　…（次期地区社会奉仕委員長に内定）

本日計 　 21,300円

累　計 　642,600円

ニコニコボックス

委員会報告

例会日 会員数 出席

１月21日 38 26

MU ％

8 89.5

出席報告

☆ 欠席をしたらメイクアップをしましょう ★

会員選考・増強委員会

委員長　青柳誠

国際奉仕委員会委員長
ＲＹＬＡ委員会実行委員

森川忠

◇　森川会員より

国際奉仕委員会(青少年担当)

　今回，松尾高校と光中学校から計２名の短期留

学生が野瀬委員長の御尽力で決定いたしました。

つきましては横芝光町長に以前より要望をしてお

きました渡航費助成金が頂けることとなりまし

た。金額は250,000円です。

ＲＹＬＡ委員会

　２月２２，２３，２４日に行われる１８歳～３

０歳までの青少年対象の第３１回RYLA(ロータ

リー青少年指導者養成プログラム)が開催されま

す。つきましては，まだ参加申込みが少ないた

め，各クラブに参加要請が参っております。お子

様，お孫様，お知り合いに対象者の方がおられま

したら，是非ご参加いただけますよう，ご協力を

お願い申し上げます。

◇　ロータリー情報委員会より

　Ｒ情報委員会では新入会員に対し、実効あるプログ

ラムを提案します。

幸い冨会員が先般、会員増強計画について実行手順書

を発表してますので、その資料を活用させて頂きたい

と思います。

　内容は

＊新入会員のためのオリエンテーション

　新会員のためのオリエンテーションは、入会見込提

供されている情報に基づいて計画され、入会後直ちに

実施する。

①新会員は最初の６ヶ月間、以下の方法によりロータ

リーへの理解を深める。

・新会員のオリエンテーション会合に出席する。

・www.rotary.orgのロータリーEラーニング・センター

を参照する。

・クラブ協議会、理事会会合、委員会会合に出席す

る。

・クラブ例会で職業に関する話をして頂く。

・他クラブでメークアップする。

・クラブ会合にゲストを招待したり、新会員を推進す

る。

・参加したいクラブ委員会を選ぶ。

以上が内容ですが、実態にあわせて計画実行したいと

考えております。

栗山川環境美化

　　　　看板建設委員会

　　会計　越川博光

Ｒ情報委員会副委員長
土屋俊夫




